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HitachiComputerSYStemH汀ACHIM-680E/M-660E ProcessorGroup

HITAC M-680E･M-660Eモデルは,Mシリーズの新大形プロセッサファミ

リーの中核として,新たに開発した汎(はん)用プロセッサである｡M-680E･M-

660Eモデルは,M-880とともに,従来のアーキテクチャ(M/EX:Mシリーズ拡

張アーキテクチャ)を拡張したM/ASA(MSeriesAdvancedSystemArchitec-

ture)をサポートすることによ-),M/ASAを基盤とする最新OS VOS3/AS

(Virtual-StOrage Operating System3/Advanced System Proquct)および

VMS/AS(VirtualMachineSystem/AdvancedSystemProduct)が動作可能

である｡さらに,高速のページング装置,ファイルとして使用できる拡張記憶

装置,および複数システムの分割運用を可能とするプロセッサ分割管理機構を

サポートした｡

n 緒 言

近年,ネットワークシステムの発達とワークステーション

の普及により,ホストコンピュータ,部門コンピュータ,ワ

ークステーションなどを有機的に結合した広域複合システム

形態への変化が進んでいる｡こうした中で,大形ホストコン
:恩

ピュータの役割として,業務システム演算処理の専用化,大

規模データベースの高速アクセス,仝システム構成要素の容

易な運用管理などが蕪要になってきている｡

一方,コンピュータシステムが社会の中枢システムとして

の重要な地位を■liめるにつれて,システム障害の及ぼす影響

がますます大きくなっており,システムの高信頼性が必要に

なってきている｡HITAC M-680E･M-660Eモデル(以下,M-

680E･M-660Eと略す｡)は,これらの要求にこたえるため,従

来のM-68Ⅹ･M-66Ⅹのハードウェア技術を用いて開発した沙L

(はん)用プロセッサである｡M-680E･M-660Eモデルは,最

新のアーキテクチャM/ASA(M Series Advanced System

Architecture)をサポートし,新たに開発したソフトウェア,

周辺装置とともに,多様化するシステム機能,柔軟な運用形

態への要求にこたえたプロセッサである｡

M-680/420Eの外観を図1に,M-660/280Eモデルの外観を

図2にそれぞれ示す｡

8 開発のねらい

(1)新大形プロセッサファミリー

新人形プロセッサファミリーは,新アーキテクチャM/ASAを

標準装備した三つのプロセッサグループで構成している｡新人

訊
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図1 M-680/420Eモデルの外観 命令プロセッサ4台で構成したM-

680Eモデルの最上位機である｡

形プロセッサファミリーは,最新のテクノロジーによる最上位

機M-880,従来のM-68Ⅹと共通のテクノロジーによるM-680E

モデル,およびM-660Eモデルの三つのプロセッサグループ,合

わせて16モデルで構成し,幅広い性能レンジをカバーしている｡

各プロセッサグループは,業務の拡大に応じて設置場所で

のモデル変更が可能であr),段階的により高速,より高機能

のモデルへ移行することができる｡このように,M-680E･M-

660Eモデルは,新大形プロセッサファミリーの中核を成し,

システムに必要な処理能力に合わせて選択を可能とする新大
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図2 M-660/280Eモデルの外観 命令プロセッサ2台で構成したM-

660Eモデルの最上位機である｡

形プロセッサファミリーである(図3は新大形プロセッサファ

ミリーのラインアップと位置づけを表している)｡

(2)高速処:哩方式

高速処理方式としては,従未のM-68Ⅹ･M-66Ⅹとtt+様,二

階層記憶構成,パイプライン制御,高速演算処理,光サブシ

ステムを採用している｡さらに,M-680E･M-660Eモデルで

は,拡張記憶装置を標準装備した｡

(3)柔軟な運用形態

M-680E･M-660Eモデルは,1台のプロセッサシステムで

M-880

相対

性能

M-660Eモデル

[昌[岩[昌
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図3 新大形プロセッサラインアップと位置づけ M-680･M-660

Eモデルは,M-880を含めた新大形プロセッサファミリーの一員として位

置づけられる｡
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複数のOSを稼動させることのできるPRMF(Processor

ResourceManagementFeature:プロセッサ資源分割管理機

構)を付加機構としてサポートした｡PRMFを装備すれば業務

別,目的別に複数のOSを_蔽行稼動するなど,新しいシステム

連用形態を実現できる｡

M-680/220E,320E,420Eの三つのモデルは,2系統の記

憶制御装置を持つ｡それぞれのモデルは,記憶制御装置ごと

に分割し,二つのプロセッサシステムとして運転することも

可能である(セパレートシステムモード運転)｡このセパレー

トシステムモード運転を使用することによr),適用業務,運

用計何に合わせた柔軟な運用形態を実現できる｡

(4)高信根性

従来のM-68Ⅹ･M-66Ⅹと共通の高信頼性ハードウェアテク

ノロジーを採用し,さらにLSI製造技術,品質管理,部品から

システムに至る試験技術の向上によってハードウェアとして

高い信頼性を実現した｡また,エラー検出と訂正,命令再実

行,自動診断機能などのRAS(Reliability,Availability,

Serviceability)機能を強化するとともに,障害予防のための保

守情報の自動採取,障害発生時の保守拠点への自動通報をサ

ポートし,システム全体としての信頼性も高めた｡

(5)ソフトウェアサポート

新大形プロセッサファミリーをサポートするために,新し

い大形OSVOS3/AS(Virtual-StOrageOperatingSystem3/

AdvancedSystemProduct)を用意した｡VOS3/ASは,従来

の大形OSVOS3/ESl(OSVOS3/ExtendedStorage)のシス

テム機能を包含しながら最新のアーキテクチャ(M/ASA)を取

り入れ拉ご人な16T(兆)バイトのデータ空間をサポートしてい

る｡また,VMS/AS(VirtualMachine System/Advanced

System Product)は仮想計算機システムを実現し,複数の

VOS3/ASシステムでデータ空間を利用することができる｡

B システムの特長

3.1ラインアップ

(1)概略仕様

M-680E･M-660Eモデルは,従来のM-68Ⅹ･M-66Ⅹに対

して新アーキテクチャM/ASA,拡張記憶装置,プロセッサ資

糖分割管理機構などをサポートすると同時に,モデル追加を

中心としたラインアップの強化を図った｡

各プロセッサグループでは,業務の拡大に九日じで上位モデ

ルへの設置場所でのアップグレードはもちろん,主記憶また

は拡張記憶の増設,チャネルの増設が容易に行える拡張性の

高いプロセッサ構成とした｡

M-680E･M-660Eモデルの概略仕様一覧を表1に示す｡

(2)M-680Eモテリレ

M-680Eモデルは,ユニプロセッサ2モデル,マルチプロセ

ッサ4モデルの合計6モデルとし,約4.5倍の性能レンジを持
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表I M-688E･M-660Eモデルの概略仕様 M-680E･M-660Eモデルの主要諸元をモデル別に示す｡

モデノレ

項 目

M-680Eモデル M-660Eモデル

160E 柑OE 210E 220E【320El420E 120E 140E 柑OEl180E 260El280E
命 令 プ ロ セ ッ サ 台 数 l l 2 2l3l4 l l lll 2l2
記 憶 制 御 装 置 台 教 l 2 l

命令プロセッサ

結ヂ克言冒)

レ

ジ

ス

夕

汎(はん)用 レ ジ ス タ 16 16

アク セ ス レ ジ ス タ 16 16

浮動小数点レジスタ 16 16

制 御 レ ジ ス タ 16 16

バ ッ フ ァ 記 憶 容 量
128k

バイト
256kバイト 32k′†イト 64kバイト

アドレス変換バッファ(TLB) l′024エントリ l′024エントリ

AR変換バ ッ フ ァ(ALB) あ り あ り

記 憶 保 護 4kバイト単位の保護キー 4kバイト単位の保護キー
高 速 演 算 機 構 あ り あ り

高 速10 進 演 算 機 構 あ り あ り

〉M/ASA 機 構 あ り あ り

内蔵データベースプロセッサ あり(付加機構) な し

ワ ーク 記憶

記 憶 容 里

0.5M

バイト
】Mバイト lMバイト×2 なし

2'56k

バイト
引2kバイト

記 憶 素 子 64kビット BiCMOS 64kビット BiCMOS

エ ラ
ー

チ ェ ッ ク lビットエラー訂正/2ピットエラー検出 lビットエラー訂正/2ビットエラー検出

MS/ES

記 憶 容 皇

3Z-

し024Mバイト

64～

l′024M

バイト

128～l′024Mバイト 32～512Mバイト 64-512Mバイト

増 設 単 位 32/64Mバイト 64Mバイト 32/64/128Mバイト 64/128Mバイト
記 憶 素 子 4MビットDRAM lMビットDRAM

エ ラ
ー

チ ェ ッ ク lビットエラー訂正/2ビットエラー検出 lビットエラー訂正/2ビットエラー検出

l/0プロセッサ

チ ャ ネ ル 数 16～64 32～64 48～128 +64～128 8～32 16～32

チ ャ ネ ル 種 類 BLMPX/BYMPX BLMPX/BYMPX

6Mバイト/sチ ャ ネ ル数 最大32 最大64 最大Il 最大15

光 チ ャ ネ ル 数 最大64 最大128 最大8

トータルスループット 最大288Mバイト/s 最大576Mバイト/s

最大70

Mバイ

卜/s
最大96Mバイト/s

プロセッサ資源分割管理機構(分割数) 最大7 最大14 最大7

注:略語説明 TLB(Translatio什LookasideBuffer),ALB(Access-registertransl∂tionLookaside Buffer),

VM/ASA(Virtu∂lM∂Chi=e/AdvancedSystemArchitecture),MS(MainStorage),ES(ExtendedStorage)

たせた｡柔軟な運転形態を可能とするため,従来のM-68Ⅹに

対してセパレートシステムモード運転可能な2ウェイブロセ

ッサモデルM-680/220Eを新たに追加した｡M-680/220Eのプ

ロセッサ構成を図4に示す｡

(3)M-660Eモデル

M-660Eモデルは,ユニプロセッサ4モデル,マルチ70ロセ

ッサ2モデルの合計6モデルとした｡従来のM-66Ⅹに対して

ユニプロセッサの最上位機M-66()/180E,マルチプロセッサの

最上位機M-660/280Eを追加し,性能レンジを約4.5倍に拡大

した｡また仝モデルの主記憶容量を従来の2倍の512Mバイト

に拡張した｡｢M-660/280E+のプロセッサ構成を図5に示す｡

3.2 基本機能

(1)ASA

M/ASAは図6に示すように,M/EX(Mシリーズ拡張アー

キテクチャ)のアドレスを2Gバイトまで拡張できる拡張アド

レッシング機能(M/EA:MseriesExtendedAddressing),

入出力操作の効率化が図れる拡張チャネルシステム機能

(ECS二ExtendedChannelSystem)を含み,新たにデータ専

用の空間を最大16Tバイトまで拡張する拡張アドレス空間

(EAS:Extended Address Space)機能を追加した新アーキ

テクチャである｡

拡張アドレス空間機能は,入出力操作をすることなく,膨

大なデータを命令語で直接参照することで,データ処理の効

率化と高速化を同時に実現できる｡この実現手段として,ベ

ースレジスタとして使用される汎用レジスタ(GR:General

Register)に対応してアクセスレジスタ(AR:Access Regis-

ter)と呼ばれる16偶のレジスタを設けた｡各アクセスレジスタ

は,命令語のベースレジスタ番号部で指定され,制御テーブ

ルを使ったアクセスレジスタ変換によって任意のデータ専用

の仮想空間を指定できる｡

(a)データ空間

プログラムが格納されているアドレス空間から命令語で

直接アクセスできるデータ専用の仮想空間である｡この空

間に大容量のデータを展開することで,データの高速処理

を可能とした｡このデータ空間により,大容量メモリを利

用した新しい適用分野が大きく開けるとともに,データと

プログラムを分離して別々の空間で処理するためデータの

保全性がさらに向上する｡
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l/0プロセッサ

l/070ロセッサ

SC

[二重∃

lP

□

MCD
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[玉]

lP

[二重]

l/0プロセッサ

l/070ロセッサ

⊂三コ
MS

SCD MCD

SVP

SCD

注:略語説明

MS(Ma‥1Storage)

SC(StorageControり

WS(WorkStorage)

lP‥[Str]CtionProcessor)

BS(Buffer Storage)

SVP(Service Processor)

MCD(Main Co[SOle)

SCD(S]b Console)

図4 M-680/220Eプロセッサ構成 セパレートシステムモード運転可能とするため,二つのSC(記憶制御装置)を持つ｡

⊂:互::::]
MS

け0プロセッサ
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SCU

[二重:コ

SVP

＼

∈∃
図5 M-660/280Eプロセッサ構成 2台の命令プロセッサでダイア

デック構成としたM-660Eモデルの最上位機である｡
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M/ASA

M/EX

M/EA

●31ビットアドレッシング

●両モード実行機能

ECS

●チャネルパス選択機能

●チャネルパス再接続機能

●論理入出力装置指定

EAS

●アクセスレジスタ機能

注:略語説明

M/ASA(MseriesAdvancedSystemArchitecture)

M/EX(MseriesExte【dedArchitecture)

M/EA(MseriesExtendedAddressing)

ECS(ExlendedChanne】System)

EAS(ExtendedAddressSpace)

図6 M/ASA M/ASAでは,新しくEAS機能を新しく追加した｡



(b)スーパー空間

データを高速処理するためのデータ専用の仮想領域で,

アドレス空間またはデータ空間上の専用バッファを経由し

て,データの参照を行う｡通常,スーパー空間は後述する

ES(Extended Storage二拡張記憶装置)に置かれ高速化を

図る｡

各空間の関係を図7に示す｡

(2)ES

M-680E･M-660EモデルのESは,MS(MainStorage:主

記憶装置)と同じハードウェアで構成しておr)拡張記憶制御機

構によr)主記憶の一部をESとして使用する｡ESとMS間のデ

ータ転送は命令プロセッサの命令に同期して高速に処理する｡

ESは,仮想空間のページングやスワッピング用補助記憶装

置あるいはファイル装置として利用することで,処理能力の

向上が図れる｡

(a)補助記憶としての利用

新アーキテクチャM/ASAでは,従来のアドレス空間に加

えて巨大なデータ専用空間を扱う｡データ専用空間はアド

レス空間と同様にMS,およびページング川の補助記憶に置

かれる｡ESをページングおよびスワッピング用補助記憶と

して利用することによr),従来に比べて外部記憶へのペー

ジングやスワッピング入出ノJ時間を短縮できる｡

データ空間 スーパー空間

データ

ARを用いて直接参照

GR AR

GRO

GR15

対応

ARO

AR15

アドレス空間

プログラム データ

●データ専用
空間 諾朗

●

●

●

･十ノ

先山倭叫ES割
111･･､

E]
注:略語説明 GR(GeneralRegister),AR(Access Register)

ES(ExtendedStorage)

図了 各空間の関係 データ空間はARを用いて,命令で直接アクセ

スできる｡
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(b)ファイル装置としての利用

ES上にファイルを割r)当てて使用する機能であり,シス

テムを再立上げするまで,割り当てたファイルを保存する｡

ジョブ制御文またはTSSコマンドで,拡張記憶装置を使用

する指定をするだけで,従来からのファイル操作を変える

ことなく,プログラムの変更なしに使用‾吋能である｡

ESの構成を図8に示す｡

(3)PRMF(ProcessorResourceManagementFeature:プ

ロセッサ資源分割管理機構)

PRMFによ†),プロセッサを構成するハードウェア資源(命

令プロセッサ,MS,ES,Ⅰ/0チャネルパスなど)を分割使用

することが可能である｡

仮想計算機システムとの主な違いは,仮想計算機システム

が1台の実計算機システムのもとで,あたかも複数の計算機

が存在するかのように制御されるのに対して,PRMFは,1

台のプロセッサシステムを構成するハードウェア資源を分割

割r)当てすることによr),複数の分割プロセッサ環境を提供

することである｡つまり,PRMFでは,プロセッサ資源(MS,

ES,Ⅰ/0チャネルパスなど)を各分割プロセッサに分割割り当

てし専有させることでオーバヘッドを減らし処理能力を向上

させている｡また複数のOSの稼動環境はプロセッサの一機能

として提供され,操作で仮想計算機システムのような新たな

知識を必要としない｡

仮想計算機システムとPRMFの違いを図9に示す｡

M-680E･M-660Eモデルは,付加機構としてPRMFを持っ

ており,シングルシステムモード運転時最大7台,M-680Eモ

デルではセパレートシステムモード運転時最大14台の分割プ

ロセッサで運転吋能である｡

それぞれの分割プロセッサ環境でOSを動作させることがで

MS ES

SC

l/0
プロセッサ

lP

lP

注:略語説明

[コ

MOVE

□

←△一
ES制御機構

MSの一部をESとして

使用する制御機構

●補助記憶装置

●ESファイル

SC(StorageControl),巨S(ExtendedSto｢age)
MS(MainStorage)

図8 ESの構成 ESを補助記憶装置あるいはファイル装置として利

用することで,処理能力の向上を図る｡
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実計算機 仮想計算機

VM3

PCMV

処理装置

HC

HC

HC

CH氾

処理装置

VM2 CHo

処理装置

CH6 CH.

VMl

CHo CHl

(a)仮想計算機システム

注:略語説明 VMCP(Virt]alMachineControIProgram)

VMn(VirtualMachine托),CH〔(Channe】れ)

PRMF(ProcessorResourceManagementFeature)

VOS3/AS(Virt=al-StOrageOperatingSystem3/
Advanced System Prod]Ct)

図9 仮想計算機システムとPRMF 仮想計算機システムでは,

ロセッサ資源を各分割プロセッサに分割割り当てして使用する｡

CHo CHl

処理装置

CH2 CH6 CH,

CHヰ CH冗

プロセッサ

分割プロセッサ環境

入出力装置

P R M F

VOS3/AS VOS

(b)pRMF

実計算機とは別に全資源を仮想計算機として定義し使用する｡PRMFでは,実プ

き,次のような柔軟なシステム運用形態や新しいシステム稼

動形態を実現することができる｡

(a)現行業務システムと新規業務開発システムとの並行運転

(b)システム移行を目的とした旧システムと新システムの

並行運転

(c)業務別,目的別に複数のOSを選択し,これを並行稼動

(d)複数システムを1台のプロセッサに統合した業務処理

の集約化

(4)プロセッサの物理分割

2系統の記憶制御装置を持つM-680/220E,M-680/320

E,M-680/420Eモデルは,次の2種の運転モードを選択して

運転可能である｡

(a)シングルシステムモード運転

2系統の記憶制御装置を互いに結合して,それぞれの記

憶制御装置に接続されている命令プロセッサ,入出力プロ

セッサ,MS,ESを1系統の密結合マルチプロセッサシステ

ムとして運転するモード

(b)セパレートシステムモード運転

2系統の記憶制御装置を分割して,それぞれの記憶制御

装置の接続されている命令プロセッサ,Ⅰ/0プロセッサ,MS,

ESを互いに独立な2系統のプロセッサシステムとして分割

運転するモード

1系統の記憶制御装置を持つM-680/160E,M-680/180

E,M-680/210EモデルおよびM-660Eの仝モデルは,シン
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グルシステムモード運転だけ可能である｡

プロセッサの物理分割構成を図川に示す｡

(5)VM/ASA(VirtualMachine/ASA)

VM/ASAは,新アーキテクチャM/ASAで動作するVMの

オーバヘッドを低減するためのVM高速化機構である｡主に特

権命令の直接実行,アドレス変換用ハードウェアなどで処理

の高速化を図る｡

(6)高速データベース処理

M-680Eモデルでは,RDB(RelationalDataBase)処理を

ベクトル処理によって高速化する内蔵データベースプロセッ

サを付加機構として持つ｡内蔵データベースプロセッサは,

ソート演算,集合積演算,集合和(差)演算などの処理を高速

に処理する｡

(7)高速データ転送

高速データ転送を行うⅠ/0装置に対応して,6Mバイト/s,

4.5Mバイト/sの高速チャネルを持つ｡

トータルスループットは,M-680Eの1台の記憶制御装置を

持つモデルでは貴大288Mバイト/s,2台の記憶制御装置を持

つモデルでは最大576Mバイト/sである｡M-660Eモデルでは,

最大96Mバイト/sである｡

また,光チャネルを接続すれば最長2kmまでⅠ/0装置を離

して設置することも可能とした｡

3.3 システム運転支援装置

新システム運転支援装置は,M-680E･M-660Eモデルなど
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図10 プロセッサの物理分割(M-680/420Eの例) M-680/420Eの例

を示しSC(記憶制御装置)単位に物理分割可能である｡

の複数台のプロセッサで構成された複合システムに対する自

動運転,統合運転,ホットスタンバイ運転な‾どを実現するた

めに開発した｡

新システム運転支援装置の特長は,

(a)セキュリティ機能の強化,日本語ガイダンスの採用な

どの操作性向上

(b)システム規模の大形化に対応するため,制御台数の拡

大(CPUは最大16台)と接続距離延長などの制御範囲の拡大

(c)頻繁なシステム構成変更に対する構成情報変更ツール

強化などの柔軟性の向上

などである｡

3.4 信頼性向上

M-680E･M-660Eモデルは,遠隔保守サービス機能の強化,

高信頼のハードウェアテクノロジーの採用などで信頼性l‾r-J上

を図っている｡

特に遠隔保守サービスについては,電話回線で保守センタ

と結び,迅速かつ的確な保守サービスを可能とした｡

主な遠隔保守内客を図‖に示す｡

(a)予防保守情報の収集

システムが動作中に採取,診断することによって稼動状
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●予防保守情報の収集

●障害の自動通報

●ソフトウェアの遠隔保守

●付帯設備の異常通報

顧客システム

[::ヨ
プロセッサ

障害修復作業

予防保守作業

サービス拠点

貿D
保守員

障害自動通報

予防保守情報

修正情報

障害通報

解析データ

テクニカルサポート

保守センタ

遠隔保守支援

シ ス テ ム

修正情報

サポートセンタ

烹⊂⊃
スペシャリスト

トンクアップ
工 場

開発･製造･検査部門

図Il遠隔保守サービス 電話回線で保守センタに接続し,迅速か

つ的確な保守サービスを提供する｡

況をきめ細かく把握し,安定した稼動を提供する｡

(b)障害の自動通報

万一,システムに障害が発生した場合は,自動的に状況

をいちはやく収集分析し,迅速かつ的確に修復作業を行う｡

(c)ソフトウェアの遠隔保守

システム上で動作するソフトウェアに関して,遠隔地の

スペシャリストによる診断が可能である｡

(d)コンピュータ付帯設備の異常通報

電源設備,空調設備などコンピュータ付帯設備に異常が

発生した場合,その状況を自動的に通報することにより,

迅速な対応が可能である｡

(e)機密保護対策

システムの情報を完全に保護するためにコールバック,

パスワードチェック,ファイルアクセス制限など,ハード

ウェア,ソフトウェアでの保護機能を持ち,さらに運用面

でも操作者の限定,モニタリングなど万全の対策を施して

いる｡

3.5 半導体･実装技術

M-680E･M-660Eモデルでは,従来のM-68Ⅹ･M-66Ⅹの

半導体･実装技術をベースとし,さらに信頼性を高めた半導
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体･実装テクノロジーを採用した｡

(1)高速･高集積半導体テクノロジー

論理回路には,チップ当たり2,000ゲート遅延時間200ps,

5,000ゲート遅延時間250psの高速･高集積LSIを全面的に使

用している｡Ⅰ/0プロセッサのチャネル部分の論理回路には

4万ゲ∴トの超高集積CMOSLSIを採用し,最大128チャネル

をコンパクトに実装した｡

高速バッファ記憶,制御記憶には,4kビット/チップ,ア

クセス時間4.5nsの高速バイポーラメモリ素子を採用した｡

大容量ワーク記憶には,バイポーラ素子の高速性とCMOS

の高集積･低消費電力性を合わせ持つBiCMOSメモリ素子,

64kビット/チッ7q,アクセス時間12nsを採用した｡

MS,ESには,M-680Eモデルでは4Mビット/チップのダ

イナミックRAMを採用し,最大1Gバイトの主記憶容量をコ

ンパクトに実装した｡M-660Eでは1Mビット/チップのダイ

ナミックRAMを採用した｡

(2)高密度実装テクノロジー

バッファ記憶,制御記憶およびワーク記憶には,メモリ素

子8個と700ゲートの超高速LSIl個を高密度に集積化した高

速ノ＼イブリッドRAMモジュールを採用した｡

パッケージには,論筆里LSIと高速ハイブリッドRAMモジュ

ールを合わせて,72個混在実装できる導体屑20層の大形高集

積パッケージを採用した｡

プラッタには,導体層20層の超高密度プリント基盤を採用

した｡このプラッタにパッケージを三次元的に実装すること

により,信号遅れ時間を飛躍的に短縮でき高速処理を可能と

した｡

M-680E･M-660Eモデルで使用したハードウェア技術-一覧

表を表2に示す｡

【l 結 言

以上,大形プロセッサグループM-680E･M-660Eモデルに

ついて開発のねらいと特長について述べた｡

M-680E･M-660Eモデルは,ラインアップの強化,先進の

システムアーキテクチャM/ASAのサポート,柔軟な運転形態

サポートなどにより,大容量データの高速処理を実現し,か
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表2 M-680E･M-668Eのハードウェア技術一覧 M-680E･M一申O

Eでは,大容量ワーク記憶にBiCMOSを,MS,ESには4MピットDRAMを採

用した｡

項番 ハードウェア技術 M-680E M-660E

l

高遠バイポーラLSl

=集積度

(2)回路遅れ

2′000ゲート/ 2′000ゲート/
5′000ゲート 5.000ゲート

0.2/0.25ns0.2/0.25ns

2
高集積高速CMOSLSl集積 24′000ゲート/ 24′000ゲート/
度 40′000ゲート 40′000ゲート

3 ロジックインメモリ集積度
l′200ゲート＋ l.200ゲート＋

7kビット 7kビット

4

高速RAM

(l)集積度

(2)アクセス時間

4kビット/ 4kビット/
64kビット

4.5/12ns

64kビット

6/25ns

5
高速･大容量MOSRAM集

積度
4Mビット lMビット

6
高速ハイブリッドRAMモジ

ユール集積度

700ゲート＋ 700ゲート＋

32kビット/ 32kビット/
512kビット 512kビット

7

高密度パッケージ

川集積度

(2)プリント板

100′000ゲート 100′000ゲート

20層 20層

8

配線技術

(l)コネクタ(ピン･バッ

ケージ)

(2)高速ケーブル遅延時

間

l′776 l′776

4.0ns/m4.Ons/m

9 冷 却 強制空冷 強制空冷

つ幅広い運用に対応可能な高性能マシンとして開発できた｡

新プロセッサ開発で得られた新アーキテクチャM/ASAに関

する技術をはじめ,開発にあたって得た貴重な技術は,今後

の製■丁7一に生かしてより良いシステムの開発に努力する考えで

ある｡
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